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：全ての団体に遵守していただきたいこと

1.	本ガイドラインでのマスクとは、鼻と口が完全に覆えるもののことを指し、フェイスシー
ルドやマウスシールドを含みません。
2.	自宅待機の判断基準は、大学当局が定める「新型コロナウイルス感染症関連　対応フロー」
(https://www.titech.ac.jp/student/students/news/2022/064261 に掲載 ) に従い、出
校停止対象者を自宅待機とします。また、発熱の基準については、体温が 37.5 度以上の
場合を発熱と判断します。なお、1週間前からの検温にて発熱が発覚した場合の対応につ
いても、大学当局が定める上記フローに沿って対応し、当日時点で出校停止が解除されて
いない場合には自宅待機となります。
3.	企画実施場所及び控え場所において、準備日から片付け日までの構成員が入退室した記録
を保管していただきます。記入のフォーマットについては当委員会で用意する予定です。

場所を問わず常時マスク着用 *1

1m

換気の絵

消毒液
手洗い

ノート

飲食は来場者のいないところで

飲食時は 1m以上の間隔を取り向かい合わない形で

飲食時もマスクを外したら会話は厳禁

当日 1週間前から毎朝必ず検温 *2

体調不良者等の自宅待機の徹底 *2

控え場所も含め常に換気を徹底

こまめな手指の洗浄・消毒

人の密集を作らない

工大祭中の構成員の行動記録の徹底 *3
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：本ガイドラインにおいて遵守していただく内容について

　団体の皆様におかれましては、あてはまる項目の部分の内容は全て遵守していただくよ
うにお願いします。
　例えば、以下のような企画を実施する団体は、以下の項目を順守していただく必要がご
ざいます。

•	 模擬店で食品を販売する企画を実施する場合：屋外で企画を実施する団体 (P.8)	食品を
取り扱う団体 (P.8)	物品等の販売企画をする団体 (P.9)
•	 講義室で展示企画を実施する場合：屋内で企画を実施する団体 (P.6)	展示企画をする団
体 (P.7)
•	 講義室で来場者との交流企画を実施する場合：屋内で企画を実施する団体 (P.6)	来場者
との交流企画をする団体 (P.7)
•	 野外ステージ等屋外で公演企画を実施する場合：屋外で企画を実施する団体 (P.8)	公演
企画を実施する団体 (P.10)
•	 講義室や講堂等屋内で公演企画を実施する場合：屋内で企画を実施する団体 (P.6)	公演
企画を実施する団体 (P.10)

　どの項目があてはまるか不明な場合には、お気軽に工大祭実行委員会までお問い合わせ
ください。
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：企画内容に応じて遵守していただきたい内容について

･ 屋内で企画を実施する団体

•	 施設備え付けの換気装置を、いかなる場合でも常時使用し、出力を最大にしてく
ださい。
•	 企画実施上、騒音等の問題で出力を最大にできない場合は、部屋内にいる構成員・
来場者の数を制限する、会話を控えるよう呼びかけるなどの追加措置を実施して
ください。
•	 ドアノブや手すり、机など来場者や構成員が多く使用しそうな器具は、1時間に
1回を目安に定期的に消毒を実施してください。
•	 部屋内部で人の密集が生じないよう、大学が定めた定員の 2分の 1以下の人数
になるように事前に定員を設定してください。なお、大学が定めた定員はこちら
(https://www.titech.ac.jp/students/facilities) の当該施設を参照してください。
•	 工大祭当日は、事前に設定した定員を超えないように入場者数の常時把握と必要
に応じて入場制限を実施してください。
•	 構成員、来場者同士が 1m以上の間隔を開けられるように企画を実施してくださ
い。

･ 展示企画をする団体

•	 来場者同士が接近しないよう、展示物の配置場所を工夫しましょう。
•	 来場者が必要以上に滞留しないよう、呼びかけましょう。

･ 来場者との交流企画をする団体

•	 来場者との会話が多くなると予想される場所では、ビニルシートなどの遮蔽物を
設置し飛沫が飛ばないようにしましょう。
•	 必要以上に来場者との接触が生じないようにしましょう。
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･ 屋外で企画を実施する団体

•	 遮蔽物を過度に設置するなど、風通しが悪くなるような配置を作らないでくださ
い。

･ 物品等の販売企画をする団体

•	 購入希望者が密集しないよう、待機場所を事前に用意し、希望者同士が 1m以上
の間隔を開けるように呼びかけましょう。
•	 宣伝等をする際に、大声を出さないようにしましょう。
•	 購入者とのやり取りが終わった後、次の購入希望者とのやり取りを始める前に必
ず手指の消毒をしましょう。･ 食品を取り扱う団体

•	 酒類の取り扱いは禁止です。
•	 食品を取り扱う前には、必ず手指の洗浄をしましょう。
•	 飲食は指定場所以外では禁止されていることを、購入者に必ず伝えましょう。
•	 食品を指定場所まで持ち運べるような包装を実施しましょう。
•	 食品を取り扱う担当者と金銭を取り扱う担当者は必ず分けてください。



10 11

･ 公演企画を実施する団体

●「認定企画」について

•	 原則として、工大祭実行委員会の事前の許可なく、フェイスシールドやマウスシー
ルド等による代用も含め、マスクを着用しないことは認められません。ただし、
屋外で公演企画を実施する場合に限り、フェイスシールドやマウスシールド等を
着用すればマスクを着用する必要はありません。
•	 企画実施時にマスクを着用しない場合でも、舞台袖など控え場所では必ずマスク
を着用してください。
•	 フェイスシールドを着用している場合でも、必要以上の発声は控えましょう。
•	 フェイスシールドを着用している場合も含め、企画中にマスクを着用しない構成
員が 1人でもいる場合は、構成員同士の距離を 2m以上、舞台と来場者との距
離を 2m以上確保するようにしましょう。マスクを着用している場合には距離の
制限はありません。
•	 来場者に発声を促すような演出等は行わないでください。

•	 公演中のマスクの着用義務はありません。
•	 マスクを着用する場合や発声を伴わない場合は、構成員同士の距離を確保する必
要はありません。マスクを着用せず発声を伴う場合は、発声する構成員と他の構
成員との距離を 1m以上確保しましょう。
•	 舞台と来場者との距離を 2m以上確保するようにしましょう。
•	 企画実施中も含め、必要以上の発声は控えましょう。
•	 舞台袖など控え場所では必ずマスクを着用してください。
•	 来場者に発声を促すような演出等は行わないでください。

●「認定企画」と認められた企画の場合

●「認定企画」ではない企画の場合

　団体の皆様から提出いただいた感染症対策が、企画内容に対して十分であると当
委員会が判断した場合は、当該企画を「認定企画」として認定します。「認定企画」
として認められた場合、いくつかの制限が緩和され、別基準が適用されます。

：急病人・体調不良者への対応について

救急車が必要か？
●必要
　至急	119	番までご連絡ください。その後、すぐに本部、案内所、または工大祭実行委
員会室までご連絡ください。
●必要でない
　本部、案内所、または工大祭実行委員会室までご連絡ください。

　また、必要に応じて消毒や換気の強化等を実施してください。
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